
　
日
頃
よ
り
、
都
中
道
研
の
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
広
報
第
一
三
〇
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

部
長
　
佐
藤
　
正
敏

（
足
立
区
立
第
十
四
中
学
校
副
校
長
）

副
部
長
　
高
橋
　
優
子

（
国
分
寺
市
立
第
四
中
学
校
副
校
長
）

都
中
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
3.schoolw

e
b.ne.jp/sw

as/index.php
?id=1350004

編
集
後
記

工
夫
」
に
迫
る
た
め
、
三
名
の
部
員
が

同
じ
教
材
「
闇
の
中
の
炎
」
を
そ
れ
ぞ

れ
違
う
内
容
項
目
で
進
め
ま
し
た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
意
識
し

た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
発
問
の
工
夫
、
話
し
合

い
の
工
夫
に
力
を
入
れ
る
先
生
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
生
活
の
様
々
な

場
面
で
誰
で
も
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
の

話
し
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。「
質
の
高
い
多
様
な
指

導
方
法
」
や
「
評
価
」
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
道
徳
科
指
導
へ
の
教
員
の
意

識
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
に
期
待
を
も
て
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領｢

第
３
章
第
２
内
容｣

の
課
題
で
あ
る
、
教
師
と
生
徒
が
共
に

考
え
、
共
に
語
り
合
う
道
徳
授
業
を
実

践
し
、
生
徒
が
道
徳
性
を
養
え
る
よ
う

に
、
よ
り
適
切
な
指
導
方
法
の
研
究
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
本
研
究
会
で
は
、

多
く
の
先
生
方
と
共
に
研
究
を
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
活
動
予
定
　

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
令
和
六
年
度
活
動
予
定

主
な
日
程
は
、
次
の
通
り
で
す
。
会
場

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
に
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
一
）
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
六
月

（
二
）
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
八
月

（
三
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
一
月

（
四
）
第
五
十
四
回
研
究
発
表
大
会

令
和
七
年
二
月
中
旬
　

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　
第
五
十
八
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信

越
中
学
道
徳
教
育
研
究
大
会
は
神
奈
川

大
会
と
し
て
、
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
日
程
等
は
、
次
の
通
り
で
す
。
変
更

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

神
奈
川
大
会

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
日
（
金
）

一
日
目
　
公
開
授
業
・
研
究
協
議
・
指

導
助
言
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
日
目
　
閉
会
行
事
・
課
題
別
分
科
会

指
導
講
話
・
記
念
公
園
・
閉
会
行
事

【
メ
イ
ン
会
場
】

カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
（
川
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見

一‐

一‐

四

【
学
校
会
場
】

川
崎
市
立
渡
田
中
学
校
　

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
向
町

十
一‐

一

　
大
会
主
題
は
、「
自
他
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実 

〜
学

び
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自
己
の
考
え

を
深
め
ら
れ
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

〜
」
で
す
。
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
で
は
、
第
３
分
科
会
「
道
徳
の

指
導
と
評
価
」
に
つ
い
て
、
研
究
発
表

を
行
う
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
様
々
な

こ
と
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
そ
う
と
し
た
令

和
五
年
度
で
す
。

　
本
会
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
も
年

間
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
六
月
の
総
会
・
研
修
会
、
八
月

の
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会
、
一
月

の
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会
は
今
年

度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
参
集
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
二

月
二
日
の
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
に
お

け
る
研
究
発
表
大
会
で
は
、
四
年
ぶ
り

に
研
究
授
業
で
教
室
に
大
勢
の
人
が
入

り
、
部
員
の
授
業
展
開
と
生
徒
の
反
応

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
「
教

科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の

機
器
の
長
所
を
生
か
し
た
取
組
で
、
多

く
の
先
生
が
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
実
践

し
や
す
い
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

（
２
）
研
究
発
表
大
会
に
向
け
て

　
十
一
月
か
ら
二
月
の
研
究
発
表
大
会

に
向
け
て
、「
個
別
・
最
適
な
学
習
」、

「
協
働
的
な
学
習
」
と
い
う
２
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
指

導
を
工
夫
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

視
点
で
指
導
案
の
検
討
を
行
っ
た
。
授

業
者
３
人
を
中
心
に
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
指
導
案
検
討
を
重
ね
た
。
教
科
化

と
な
り
、
各
地
区
で
採
択
し
て
い
る
教

科
書
が
異
な
る
た
め
、
研
究
授
業
で
取

り
上
げ
た
教
材
が
参
加
者
が
学
校
に

戻
っ
て
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
部

科
学
省
の
中
学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
闇
の
中
の
炎
」

を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
指
導
案
検
討
に
あ
た
り
、

授
業
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
集

ま
っ
た
先
生
方
が
、
生
徒
に
考
え
さ
せ

た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
あ
え

て
主
題
を
定
め
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
先
生

方
で
主
題
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、

秋
音
先
生
が
「
学
習
評
価
を
活
用
し
た

道
徳
科
の
指
導
の
工
夫―

自
ら
の
考
え

を
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
ー
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

　
全
国
大
会
の
発
表
に
お
い
て
は
、
運

動
会
と
い
う
行
事
を
通
し
て
道
徳
教
育

と
の
関
連
付
け
を
行
っ
た
上
で
、
道
徳

教
育
の
要
と
し
て
の
道
徳
科
の
指
導
を

行
い
、
生
徒
の
道
徳
性
の
育
成
を
目
指

し
た
発
表
と
な
っ
た
。
道
徳
科
の
特
質

を
生
か
し
、
様
々
な
教
育
活
動
と
ど
う

の
よ
う
に
関
連
付
け
を
行
う
こ
と
が
生

徒
の
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
効
果
的

な
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
学
校
行
事
と
道
徳
教
育
の
関
連
を
高

め
る
工
夫
と
し
て
参
考
に
な
る
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
発
表
で
は
、

生
徒
の
振
り
返
り
の
場
面
を
中
心
に
、

学
習
評
価
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

自
ら
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
が
よ
り
考
え
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
発
表
で
あ
っ
た
。
会

場
で
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ト
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
学
び
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
び
」
の
視
点
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か
し
、
学
級

の
生
徒
の
意
見
を
網
羅
的
に
確
認
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
考
え
に
触
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。

　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
発
表
大
会
（
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
併
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

（
会
場
）
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

【
公
開
授
業
】

　
教
材
　「
闇
の
中
の
炎
」
出
典
　
中

学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集
　
文
部
科
学

省
刊

　
向
陽
中
学
校
二
学
年
に
研
究
部
員
が

授
業
を
行
っ
た
。

２
年
Ａ
組

（
授
業
者
）
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校

大
谷
　
秋
音
　
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
公
正
，
公
平
，
社
会

正
義

２
年
Ｂ
組

（
授
業
者
）
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
　

鈴
木
　
美
帆
　
主
任
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
遵
法
精
神
，
公
徳
心

２
年
Ｃ
組

（
授
業
者
）
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校

海
老
澤
　
宏
　
主
幹
教
諭

（
内
容
項
目
）
自
主
，
自
律
，
自
由
と

責
任

【
研
究
発
表
】

①
　
会
長
挨
拶

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
　

麻
生
　
隆
久
　
校
長

②
　
研
究
部
長
よ
り

　
研
究
主
題
、
活
動
の
概
要
、
本
日
の

授
業
に
つ
い
て

杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

　
　
　
　
　
　
池
田
　
和
幸
　
副
校
長

③
道
徳
推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告

昭
島
市
立
昭
和
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
長
野
　
基
　
校
長

④
指
導
講
評
・
講
話

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」

講
師
　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
調
査
官

　
　
　
　
　
　
井
上
　
結
香
子
先
生

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

例
年
校
長
会
を
通
し
て
依
頼
し
て
実
施

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
部
員
総
会
・
研
究
発
表
大
会
で

報
告
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
容

と
考
察
は
研
究
紀
要
に
載
せ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

　
今
年
度
の
成
果
を
も
と
に
次
年
度
更

な
る
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

詳
し
い
研
究
の
ま
と
め
は
、
年
度
末
に

発
行
す
る
研
究
紀
要
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
一
年
間
様
々
な
皆
様
の
お
力

を
借
り
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
関
係
し
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
著
作
権
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
、
法
律
や
き
ま
り
の
意
義

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
な
が
ら
規
範
意

識
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、「
遵
法
精
神
」
を
主
題
と
し

た
。「
個
別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点

と
し
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
か
紙
で

書
く
か
な
ど
を
選
択
し
、
提
出
さ
れ
た

内
容
か
ら
誰
と
意
見
交
換
す
る
か
を
選

べ
る
と
い
う
よ
う
に
学
習
方
法
、
学
習

相
手
を
生
徒
が
選
べ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視

点
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か

し
、
多
く
の
意
見
に
、
考
え
に
触
れ
さ

せ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
考
え
を
広
げ

さ
せ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
世
田
谷
市
立
桜
丘
中
学
校
大
谷
秋
音

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
話
の
始
ま
り
に
着
目
し
、

公
平
性
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
最
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

「
公
正
・
公
平
」
を
主
題
と
し
た
。「
個

別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点
で
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
振
り
返
り
の
内

容
、
視
点
を
明
確
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
主
題
と
し
て
研
究
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校
海
老
澤
宏

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
人
公
が
自

分
自
身
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
部
分

に
着
目
さ
せ
、
自
律
的
に
考
え
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
深

め
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
自
律
」

を
主
題
と
し
た
。「
個
別
・
最
適
な
学

習
」
に
関
す
る
視
点
と
し
て
、
発
問
、

特
に
問
い
返
し
の
発
問
に
つ
い
て
、
多

様
な
発
言
に
対
し
て
準
備
を
し
て
お
き
、

全
体
に
投
げ
か
け
る
問
い
返
し
と
個
別

の
発
言
に
対
し
て
応
じ
る
問
い
返
し
と

区
別
し
て
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
個
別
的
な
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視
点
と

し
て
は
、
座
席
を
コ
の
字
型
配
置
に
動

か
し
、
グ
ル
ー
プ
を
ご
と
に
話
し
合
い

や
答
え
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、

授
業
で
の
協
働
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
鈴
木
美
帆
先

令和６年４月１日第１３０号令和６年４月１日 第１３０号
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道
徳
科
の
内
容
は
、
生
徒
と
教
師
が
共

に
考
え
、
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努

め
る
た
め
の
共
通
の
課
題
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
で
あ
っ
て
も
答
え
が
明

確
に
１
つ
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
常
に
問
い
続
け
て
考
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
徳
科
で
は
、

他
教
科
と
違
い
、
共
に
考
え
続
け
る
こ

と
が
よ
り
大
事
な
教
科
と
言
え
ま
す
。

思
春
期
に
さ
し
か
か
る
中
学
生
と
い
う

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
中
学
生
が
深
く

考
え
、
楽
し
い
と
思
え
る
、
そ
の
よ
う

な
授
業
を
、
先
生
方
も
楽
し
ん
で
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
生
徒
と
共
に

考
え
、
共
に
授
業
を
創
っ
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
分
な
話
合
い
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
課
題
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

の
教
科
化
に
よ
り
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
、
読
み
物
教
材
の
登
場
人
物
へ
の

自
我
関
与
が
中
心
の
学
習
、
問
題
解
決

的
な
学
習
、
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
な
ど
が
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
指
導
方
法
と
し
て
例
示
さ
れ
ま
し

た
。
様
々
な
体
験
や
教
材
と
の
出
会
い
、

他
者
と
の
対
話
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し

て
自
己
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
理
解
が
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
と
し
て
は
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
導
入
で
全
体
共
有
す
る

実
践
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
と
は

異
な
る
意
見
を
持
つ
他
者
と
議
論
す
る

時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
瞬

時
に
多
様
な
意
見
を
共
有
で
き
、
よ
り

対
話
を
深
め
る
時
間
を
十
分
に
取
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
授
業
で
フ
ロ
ア
の
生
徒
た
ち

の
考
え
を
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有
し
、
代
表

の
生
徒
た
ち
が
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
な
授
業
に

よ
っ
て
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
り
、

生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的

に
認
め
励
ま
す
個
人
内
評
価
を
行
う
道

徳
科
で
は
、
例
え
ば
毎
時
間
の
授
業
記

録
を
端
末
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
成
長

の
様
子
を
実
感
し
た
り
、
教
師
が
生
徒

の
学
び
を
見
取
り
、
評
価
に
生
か
し
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

令
和
五
年
度
の
後
期
活
動
報
告

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　（
一
）
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中

学
校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に

お
い
て
、
大
会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓

き
、
豊
か
な
心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語

り
合
い
、
高
め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方

を
追
究
す
る
生
徒
の
育
成
〜
」
受
け
、

「
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に

つ
い
て
、
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
が
研
究
報
告

を
し
ま
し
た
。

　（
二
）
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
に

お
い
て
、
大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び

合
う
児
童
・
生
徒
の
育
成
〜w

ell 
being 

の
実
現
を
目
指
し
た
道
徳
教
育

の
実
践
〜
」
受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教

育
活
動
と
の
関
連
」
に
つ
い
て
三
瓶
　

真
悟
　
研
究
部
員
（
大
田
区
立
南
六
郷

中
学
校
）
が
研
究
発
表
を
し
た
。

二
　
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
）
に
、
高

円
寺
学
園
（
杉
並
区
立
高
円
寺
中
学

校
）
に
て
、
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
部
員
総
会

　
各
部
よ
り
、
進
捗
状
況
と
、
部
員
へ

の
周
知
事
項
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　（
二
）
研
修
会

　
第
五
十
七
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
に
つ
い
て
、

三
瓶
　
真
悟
　
主
任
教
諭
（
大
田
区
立

南
六
郷
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に
つ
い

て
、
大
谷
　
秋
音
　
教
諭
（
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　（
三
）
講
演

　
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

部
　
授
業
力
向
上
課
　
教
授
　
森
岡
　

耕
平
先
生
に
指
導
・
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
会
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）
に
杉
並

区
立
向
陽
中
学
校
を
会
場
と
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
研
究
発
表
会
、
指
導
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
公
開
授
業

東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究

部
員
と
、
東
京
都
教
師
道
場
道
徳
科
の

部
員
に
よ
る
公
開
授
業
を
、
二
学
年
三

学
級
、
で
実
施
し
ま
し
た
。

　（
二
）
研
究
発
表

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
か
ら
、
大
会

主
題
の
「
教
科
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　（
三
）
指
導
・
講
話

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査

官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
　
よ
り
、　

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」
指
導
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

　
こ
れ
ま
で
の
道
徳
の
時
間
の
授
業
に

は
、
読
み
物
の
登
場
人
物
の
心
情
理
解

に
終
始
し
た
り
、
ね
ら
い
の
設
定
が
不

第
一
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中
学
校
長
）



工
夫
」
に
迫
る
た
め
、
三
名
の
部
員
が

同
じ
教
材
「
闇
の
中
の
炎
」
を
そ
れ
ぞ

れ
違
う
内
容
項
目
で
進
め
ま
し
た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
意
識
し

た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
発
問
の
工
夫
、
話
し
合

い
の
工
夫
に
力
を
入
れ
る
先
生
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
生
活
の
様
々
な

場
面
で
誰
で
も
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
の

話
し
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。「
質
の
高
い
多
様
な
指

導
方
法
」
や
「
評
価
」
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
道
徳
科
指
導
へ
の
教
員
の
意

識
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
に
期
待
を
も
て
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領｢

第
３
章
第
２
内
容｣

の
課
題
で
あ
る
、
教
師
と
生
徒
が
共
に

考
え
、
共
に
語
り
合
う
道
徳
授
業
を
実

践
し
、
生
徒
が
道
徳
性
を
養
え
る
よ
う

に
、
よ
り
適
切
な
指
導
方
法
の
研
究
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
本
研
究
会
で
は
、

多
く
の
先
生
方
と
共
に
研
究
を
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
活
動
予
定
　

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
令
和
六
年
度
活
動
予
定

主
な
日
程
は
、
次
の
通
り
で
す
。
会
場

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
に
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
一
）
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
六
月

（
二
）
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
八
月

（
三
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
一
月

（
四
）
第
五
十
四
回
研
究
発
表
大
会

令
和
七
年
二
月
中
旬
　

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　
第
五
十
八
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信

越
中
学
道
徳
教
育
研
究
大
会
は
神
奈
川

大
会
と
し
て
、
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
日
程
等
は
、
次
の
通
り
で
す
。
変
更

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

神
奈
川
大
会

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
日
（
金
）

一
日
目
　
公
開
授
業
・
研
究
協
議
・
指

導
助
言
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
日
目
　
閉
会
行
事
・
課
題
別
分
科
会

指
導
講
話
・
記
念
公
園
・
閉
会
行
事

【
メ
イ
ン
会
場
】

カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
（
川
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見

一‐

一‐

四

【
学
校
会
場
】

川
崎
市
立
渡
田
中
学
校
　

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
向
町

十
一‐

一

　
大
会
主
題
は
、「
自
他
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実 

〜
学

び
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自
己
の
考
え

を
深
め
ら
れ
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

〜
」
で
す
。
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
で
は
、
第
３
分
科
会
「
道
徳
の

指
導
と
評
価
」
に
つ
い
て
、
研
究
発
表

を
行
う
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
様
々
な

こ
と
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
そ
う
と
し
た
令

和
五
年
度
で
す
。

　
本
会
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
も
年

間
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
六
月
の
総
会
・
研
修
会
、
八
月

の
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会
、
一
月

の
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会
は
今
年

度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
参
集
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
二

月
二
日
の
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
に
お

け
る
研
究
発
表
大
会
で
は
、
四
年
ぶ
り

に
研
究
授
業
で
教
室
に
大
勢
の
人
が
入

り
、
部
員
の
授
業
展
開
と
生
徒
の
反
応

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
「
教

科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の
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機
器
の
長
所
を
生
か
し
た
取
組
で
、
多

く
の
先
生
が
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
実
践

し
や
す
い
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

（
２
）
研
究
発
表
大
会
に
向
け
て

　
十
一
月
か
ら
二
月
の
研
究
発
表
大
会

に
向
け
て
、「
個
別
・
最
適
な
学
習
」、

「
協
働
的
な
学
習
」
と
い
う
２
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
指

導
を
工
夫
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

視
点
で
指
導
案
の
検
討
を
行
っ
た
。
授

業
者
３
人
を
中
心
に
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
指
導
案
検
討
を
重
ね
た
。
教
科
化

と
な
り
、
各
地
区
で
採
択
し
て
い
る
教

科
書
が
異
な
る
た
め
、
研
究
授
業
で
取

り
上
げ
た
教
材
が
参
加
者
が
学
校
に

戻
っ
て
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
部

科
学
省
の
中
学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
闇
の
中
の
炎
」

を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
指
導
案
検
討
に
あ
た
り
、

授
業
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
集

ま
っ
た
先
生
方
が
、
生
徒
に
考
え
さ
せ

た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
あ
え

て
主
題
を
定
め
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
先
生

方
で
主
題
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
報
告

　
研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
引
き
続
き
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
研
究
部
会
を
開
催
し
た
。

　
研
究
主
題
を
「
教
科
の
特
質
を
生
か

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す

る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」
と
し
て
、

一
年
間
の
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
昨
年

度
ま
で
と
同
様
に
、
３
つ
の
柱
を
建
て

て
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
全
国
大

会
に
向
け
て

　
四
月
か
ら
十
月
ま
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
・
全
国
大
会
に
向
け
た
研
究
に
つ

い
て
、
研
究
部
内
で
検
討
を
行
い
な
が

ら
研
究
の
積
み
上
げ
を
行
っ
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
太
田
区
立
南
六
郷

中
学
校
三
瓶
真
悟
先
生
が
「
運
動
会
に

関
連
付
け
た
道
徳
教
育
充
実
の
取
組
〜

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
高
め
合
う
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
て

発
表
を
行
っ
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
は
、
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
大
谷

秋
音
先
生
が
「
学
習
評
価
を
活
用
し
た

道
徳
科
の
指
導
の
工
夫―

自
ら
の
考
え

を
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
ー
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

　
全
国
大
会
の
発
表
に
お
い
て
は
、
運

動
会
と
い
う
行
事
を
通
し
て
道
徳
教
育

と
の
関
連
付
け
を
行
っ
た
上
で
、
道
徳

教
育
の
要
と
し
て
の
道
徳
科
の
指
導
を

行
い
、
生
徒
の
道
徳
性
の
育
成
を
目
指

し
た
発
表
と
な
っ
た
。
道
徳
科
の
特
質

を
生
か
し
、
様
々
な
教
育
活
動
と
ど
う

の
よ
う
に
関
連
付
け
を
行
う
こ
と
が
生

徒
の
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
効
果
的

な
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
学
校
行
事
と
道
徳
教
育
の
関
連
を
高

め
る
工
夫
と
し
て
参
考
に
な
る
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
発
表
で
は
、

生
徒
の
振
り
返
り
の
場
面
を
中
心
に
、

学
習
評
価
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

自
ら
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
が
よ
り
考
え
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
発
表
で
あ
っ
た
。
会

場
で
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ト
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
学
び
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
び
」
の
視
点
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か
し
、
学
級

の
生
徒
の
意
見
を
網
羅
的
に
確
認
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
考
え
に
触
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。

　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
発
表
大
会
（
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
併
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

（
会
場
）
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

【
公
開
授
業
】

　
教
材
　「
闇
の
中
の
炎
」
出
典
　
中

学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集
　
文
部
科
学

省
刊

　
向
陽
中
学
校
二
学
年
に
研
究
部
員
が

授
業
を
行
っ
た
。

２
年
Ａ
組

（
授
業
者
）
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校

大
谷
　
秋
音
　
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
公
正
，
公
平
，
社
会

正
義

２
年
Ｂ
組

（
授
業
者
）
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
　

鈴
木
　
美
帆
　
主
任
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
遵
法
精
神
，
公
徳
心

２
年
Ｃ
組

（
授
業
者
）
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校

海
老
澤
　
宏
　
主
幹
教
諭

（
内
容
項
目
）
自
主
，
自
律
，
自
由
と

責
任

【
研
究
発
表
】

①
　
会
長
挨
拶

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
　

麻
生
　
隆
久
　
校
長

②
　
研
究
部
長
よ
り

　
研
究
主
題
、
活
動
の
概
要
、
本
日
の

授
業
に
つ
い
て

杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

　
　
　
　
　
　
池
田
　
和
幸
　
副
校
長

③
道
徳
推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告

昭
島
市
立
昭
和
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
長
野
　
基
　
校
長

④
指
導
講
評
・
講
話

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」

講
師
　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
調
査
官

　
　
　
　
　
　
井
上
　
結
香
子
先
生

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

例
年
校
長
会
を
通
し
て
依
頼
し
て
実
施

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
部
員
総
会
・
研
究
発
表
大
会
で

報
告
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
容

と
考
察
は
研
究
紀
要
に
載
せ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

　
今
年
度
の
成
果
を
も
と
に
次
年
度
更

な
る
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

詳
し
い
研
究
の
ま
と
め
は
、
年
度
末
に

発
行
す
る
研
究
紀
要
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
一
年
間
様
々
な
皆
様
の
お
力

を
借
り
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
関
係
し
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
著
作
権
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
、
法
律
や
き
ま
り
の
意
義

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
な
が
ら
規
範
意

識
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、「
遵
法
精
神
」
を
主
題
と
し

た
。「
個
別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点

と
し
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
か
紙
で

書
く
か
な
ど
を
選
択
し
、
提
出
さ
れ
た

内
容
か
ら
誰
と
意
見
交
換
す
る
か
を
選

べ
る
と
い
う
よ
う
に
学
習
方
法
、
学
習

相
手
を
生
徒
が
選
べ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視

点
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か

し
、
多
く
の
意
見
に
、
考
え
に
触
れ
さ

せ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
考
え
を
広
げ

さ
せ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
世
田
谷
市
立
桜
丘
中
学
校
大
谷
秋
音

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
話
の
始
ま
り
に
着
目
し
、

公
平
性
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
最
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

「
公
正
・
公
平
」
を
主
題
と
し
た
。「
個

別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点
で
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
振
り
返
り
の
内

容
、
視
点
を
明
確
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
主
題
と
し
て
研
究
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校
海
老
澤
宏

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
人
公
が
自

分
自
身
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
部
分

に
着
目
さ
せ
、
自
律
的
に
考
え
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
深

め
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
自
律
」

を
主
題
と
し
た
。「
個
別
・
最
適
な
学

習
」
に
関
す
る
視
点
と
し
て
、
発
問
、

特
に
問
い
返
し
の
発
問
に
つ
い
て
、
多

様
な
発
言
に
対
し
て
準
備
を
し
て
お
き
、

全
体
に
投
げ
か
け
る
問
い
返
し
と
個
別

の
発
言
に
対
し
て
応
じ
る
問
い
返
し
と

区
別
し
て
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
個
別
的
な
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視
点
と

し
て
は
、
座
席
を
コ
の
字
型
配
置
に
動

か
し
、
グ
ル
ー
プ
を
ご
と
に
話
し
合
い

や
答
え
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、

授
業
で
の
協
働
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
鈴
木
美
帆
先

令和６年４月１日　令和６年４月１日

道
徳
科
の
内
容
は
、
生
徒
と
教
師
が
共

に
考
え
、
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努

め
る
た
め
の
共
通
の
課
題
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
で
あ
っ
て
も
答
え
が
明

確
に
１
つ
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
常
に
問
い
続
け
て
考
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
徳
科
で
は
、

他
教
科
と
違
い
、
共
に
考
え
続
け
る
こ

と
が
よ
り
大
事
な
教
科
と
言
え
ま
す
。

思
春
期
に
さ
し
か
か
る
中
学
生
と
い
う

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
中
学
生
が
深
く

考
え
、
楽
し
い
と
思
え
る
、
そ
の
よ
う

な
授
業
を
、
先
生
方
も
楽
し
ん
で
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
生
徒
と
共
に

考
え
、
共
に
授
業
を
創
っ
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
分
な
話
合
い
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
課
題
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

の
教
科
化
に
よ
り
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
、
読
み
物
教
材
の
登
場
人
物
へ
の

自
我
関
与
が
中
心
の
学
習
、
問
題
解
決

的
な
学
習
、
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
な
ど
が
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
指
導
方
法
と
し
て
例
示
さ
れ
ま
し

た
。
様
々
な
体
験
や
教
材
と
の
出
会
い
、

他
者
と
の
対
話
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し

て
自
己
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
理
解
が
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
と
し
て
は
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
導
入
で
全
体
共
有
す
る

実
践
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
と
は

異
な
る
意
見
を
持
つ
他
者
と
議
論
す
る

時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
瞬

時
に
多
様
な
意
見
を
共
有
で
き
、
よ
り

対
話
を
深
め
る
時
間
を
十
分
に
取
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
授
業
で
フ
ロ
ア
の
生
徒
た
ち

の
考
え
を
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有
し
、
代
表

の
生
徒
た
ち
が
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
な
授
業
に

よ
っ
て
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
り
、

生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的

に
認
め
励
ま
す
個
人
内
評
価
を
行
う
道

徳
科
で
は
、
例
え
ば
毎
時
間
の
授
業
記

録
を
端
末
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
成
長

の
様
子
を
実
感
し
た
り
、
教
師
が
生
徒

の
学
び
を
見
取
り
、
評
価
に
生
か
し
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に
つ
い

て
、
大
谷
　
秋
音
　
教
諭
（
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　（
三
）
講
演

　
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

部
　
授
業
力
向
上
課
　
教
授
　
森
岡
　

耕
平
先
生
に
指
導
・
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
会
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）
に
杉
並

区
立
向
陽
中
学
校
を
会
場
と
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
研
究
発
表
会
、
指
導
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
公
開
授
業

東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究

部
員
と
、
東
京
都
教
師
道
場
道
徳
科
の

部
員
に
よ
る
公
開
授
業
を
、
二
学
年
三

学
級
、
で
実
施
し
ま
し
た
。

　（
二
）
研
究
発
表

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
か
ら
、
大
会

主
題
の
「
教
科
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　（
三
）
指
導
・
講
話

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査

官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
　
よ
り
、　

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」
指
導
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

　
こ
れ
ま
で
の
道
徳
の
時
間
の
授
業
に

は
、
読
み
物
の
登
場
人
物
の
心
情
理
解

に
終
始
し
た
り
、
ね
ら
い
の
設
定
が
不



工
夫
」
に
迫
る
た
め
、
三
名
の
部
員
が

同
じ
教
材
「
闇
の
中
の
炎
」
を
そ
れ
ぞ

れ
違
う
内
容
項
目
で
進
め
ま
し
た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
意
識
し

た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
発
問
の
工
夫
、
話
し
合

い
の
工
夫
に
力
を
入
れ
る
先
生
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
生
活
の
様
々
な

場
面
で
誰
で
も
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
の

話
し
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。「
質
の
高
い
多
様
な
指

導
方
法
」
や
「
評
価
」
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
道
徳
科
指
導
へ
の
教
員
の
意

識
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
に
期
待
を
も
て
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領｢

第
３
章
第
２
内
容｣

の
課
題
で
あ
る
、
教
師
と
生
徒
が
共
に

考
え
、
共
に
語
り
合
う
道
徳
授
業
を
実

践
し
、
生
徒
が
道
徳
性
を
養
え
る
よ
う

に
、
よ
り
適
切
な
指
導
方
法
の
研
究
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
本
研
究
会
で
は
、

多
く
の
先
生
方
と
共
に
研
究
を
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
活
動
予
定
　

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
令
和
六
年
度
活
動
予
定

主
な
日
程
は
、
次
の
通
り
で
す
。
会
場

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
に
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
一
）
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
六
月

（
二
）
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
八
月

（
三
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
一
月

（
四
）
第
五
十
四
回
研
究
発
表
大
会

令
和
七
年
二
月
中
旬
　

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　
第
五
十
八
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信

越
中
学
道
徳
教
育
研
究
大
会
は
神
奈
川

大
会
と
し
て
、
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
日
程
等
は
、
次
の
通
り
で
す
。
変
更

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

神
奈
川
大
会

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
日
（
金
）

一
日
目
　
公
開
授
業
・
研
究
協
議
・
指

導
助
言
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
日
目
　
閉
会
行
事
・
課
題
別
分
科
会

指
導
講
話
・
記
念
公
園
・
閉
会
行
事

【
メ
イ
ン
会
場
】

カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
（
川
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見

一‐

一‐

四

【
学
校
会
場
】

川
崎
市
立
渡
田
中
学
校
　

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
向
町

十
一‐

一

　
大
会
主
題
は
、「
自
他
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実 

〜
学

び
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自
己
の
考
え

を
深
め
ら
れ
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

〜
」
で
す
。
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
で
は
、
第
３
分
科
会
「
道
徳
の

指
導
と
評
価
」
に
つ
い
て
、
研
究
発
表

を
行
う
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
様
々
な

こ
と
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
そ
う
と
し
た
令

和
五
年
度
で
す
。

　
本
会
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
も
年

間
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
六
月
の
総
会
・
研
修
会
、
八
月

の
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会
、
一
月

の
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会
は
今
年

度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
参
集
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
二

月
二
日
の
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
に
お

け
る
研
究
発
表
大
会
で
は
、
四
年
ぶ
り

に
研
究
授
業
で
教
室
に
大
勢
の
人
が
入

り
、
部
員
の
授
業
展
開
と
生
徒
の
反
応

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
「
教

科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の

第１３０号 第１３０号

̶ 3 ̶ ̶ 2 ̶

機
器
の
長
所
を
生
か
し
た
取
組
で
、
多

く
の
先
生
が
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
実
践

し
や
す
い
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

（
２
）
研
究
発
表
大
会
に
向
け
て

　
十
一
月
か
ら
二
月
の
研
究
発
表
大
会

に
向
け
て
、「
個
別
・
最
適
な
学
習
」、

「
協
働
的
な
学
習
」
と
い
う
２
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
指

導
を
工
夫
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

視
点
で
指
導
案
の
検
討
を
行
っ
た
。
授

業
者
３
人
を
中
心
に
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
指
導
案
検
討
を
重
ね
た
。
教
科
化

と
な
り
、
各
地
区
で
採
択
し
て
い
る
教

科
書
が
異
な
る
た
め
、
研
究
授
業
で
取

り
上
げ
た
教
材
が
参
加
者
が
学
校
に

戻
っ
て
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
部

科
学
省
の
中
学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
闇
の
中
の
炎
」

を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
指
導
案
検
討
に
あ
た
り
、

授
業
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
集

ま
っ
た
先
生
方
が
、
生
徒
に
考
え
さ
せ

た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
あ
え

て
主
題
を
定
め
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
先
生

方
で
主
題
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
報
告

　
研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
引
き
続
き
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
研
究
部
会
を
開
催
し
た
。

　
研
究
主
題
を
「
教
科
の
特
質
を
生
か

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す

る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」
と
し
て
、

一
年
間
の
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
昨
年

度
ま
で
と
同
様
に
、
３
つ
の
柱
を
建
て

て
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

（
１
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
全
国
大

会
に
向
け
て

　
四
月
か
ら
十
月
ま
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
・
全
国
大
会
に
向
け
た
研
究
に
つ

い
て
、
研
究
部
内
で
検
討
を
行
い
な
が

ら
研
究
の
積
み
上
げ
を
行
っ
た
。

　
全
国
大
会
で
は
、
太
田
区
立
南
六
郷

中
学
校
三
瓶
真
悟
先
生
が
「
運
動
会
に

関
連
付
け
た
道
徳
教
育
充
実
の
取
組
〜

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
高
め
合
う
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
て

発
表
を
行
っ
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
は
、
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
大
谷

秋
音
先
生
が
「
学
習
評
価
を
活
用
し
た

道
徳
科
の
指
導
の
工
夫―

自
ら
の
考
え

を
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
ー
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

　
全
国
大
会
の
発
表
に
お
い
て
は
、
運

動
会
と
い
う
行
事
を
通
し
て
道
徳
教
育

と
の
関
連
付
け
を
行
っ
た
上
で
、
道
徳

教
育
の
要
と
し
て
の
道
徳
科
の
指
導
を

行
い
、
生
徒
の
道
徳
性
の
育
成
を
目
指

し
た
発
表
と
な
っ
た
。
道
徳
科
の
特
質

を
生
か
し
、
様
々
な
教
育
活
動
と
ど
う

の
よ
う
に
関
連
付
け
を
行
う
こ
と
が
生

徒
の
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
効
果
的

な
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
学
校
行
事
と
道
徳
教
育
の
関
連
を
高

め
る
工
夫
と
し
て
参
考
に
な
る
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
発
表
で
は
、

生
徒
の
振
り
返
り
の
場
面
を
中
心
に
、

学
習
評
価
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

自
ら
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
が
よ
り
考
え
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
発
表
で
あ
っ
た
。
会

場
で
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ト
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
学
び
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
び
」
の
視
点
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か
し
、
学
級

の
生
徒
の
意
見
を
網
羅
的
に
確
認
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
考
え
に
触
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。

　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
発
表
大
会
（
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
併
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

（
会
場
）
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

【
公
開
授
業
】

　
教
材
　「
闇
の
中
の
炎
」
出
典
　
中

学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集
　
文
部
科
学

省
刊

　
向
陽
中
学
校
二
学
年
に
研
究
部
員
が

授
業
を
行
っ
た
。

２
年
Ａ
組

（
授
業
者
）
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校

大
谷
　
秋
音
　
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
公
正
，
公
平
，
社
会

正
義

２
年
Ｂ
組

（
授
業
者
）
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
　

鈴
木
　
美
帆
　
主
任
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
遵
法
精
神
，
公
徳
心

２
年
Ｃ
組

（
授
業
者
）
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校

海
老
澤
　
宏
　
主
幹
教
諭

（
内
容
項
目
）
自
主
，
自
律
，
自
由
と

責
任

【
研
究
発
表
】

①
　
会
長
挨
拶

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
　

麻
生
　
隆
久
　
校
長

②
　
研
究
部
長
よ
り

　
研
究
主
題
、
活
動
の
概
要
、
本
日
の

授
業
に
つ
い
て

杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

　
　
　
　
　
　
池
田
　
和
幸
　
副
校
長

③
道
徳
推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告

昭
島
市
立
昭
和
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
長
野
　
基
　
校
長

④
指
導
講
評
・
講
話

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」

講
師
　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
調
査
官

　
　
　
　
　
　
井
上
　
結
香
子
先
生

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

例
年
校
長
会
を
通
し
て
依
頼
し
て
実
施

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
部
員
総
会
・
研
究
発
表
大
会
で

報
告
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
容

と
考
察
は
研
究
紀
要
に
載
せ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

　
今
年
度
の
成
果
を
も
と
に
次
年
度
更

な
る
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

詳
し
い
研
究
の
ま
と
め
は
、
年
度
末
に

発
行
す
る
研
究
紀
要
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
一
年
間
様
々
な
皆
様
の
お
力

を
借
り
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
関
係
し
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
著
作
権
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
、
法
律
や
き
ま
り
の
意
義

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
な
が
ら
規
範
意

識
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、「
遵
法
精
神
」
を
主
題
と
し

た
。「
個
別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点

と
し
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
か
紙
で

書
く
か
な
ど
を
選
択
し
、
提
出
さ
れ
た

内
容
か
ら
誰
と
意
見
交
換
す
る
か
を
選

べ
る
と
い
う
よ
う
に
学
習
方
法
、
学
習

相
手
を
生
徒
が
選
べ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視

点
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か

し
、
多
く
の
意
見
に
、
考
え
に
触
れ
さ

せ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
考
え
を
広
げ

さ
せ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
世
田
谷
市
立
桜
丘
中
学
校
大
谷
秋
音

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
話
の
始
ま
り
に
着
目
し
、

公
平
性
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
最
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

「
公
正
・
公
平
」
を
主
題
と
し
た
。「
個

別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点
で
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
振
り
返
り
の
内

容
、
視
点
を
明
確
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
主
題
と
し
て
研
究
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校
海
老
澤
宏

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
人
公
が
自

分
自
身
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
部
分

に
着
目
さ
せ
、
自
律
的
に
考
え
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
深

め
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
自
律
」

を
主
題
と
し
た
。「
個
別
・
最
適
な
学

習
」
に
関
す
る
視
点
と
し
て
、
発
問
、

特
に
問
い
返
し
の
発
問
に
つ
い
て
、
多

様
な
発
言
に
対
し
て
準
備
を
し
て
お
き
、

全
体
に
投
げ
か
け
る
問
い
返
し
と
個
別

の
発
言
に
対
し
て
応
じ
る
問
い
返
し
と

区
別
し
て
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
個
別
的
な
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視
点
と

し
て
は
、
座
席
を
コ
の
字
型
配
置
に
動

か
し
、
グ
ル
ー
プ
を
ご
と
に
話
し
合
い

や
答
え
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、

授
業
で
の
協
働
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
鈴
木
美
帆
先

令和６年４月１日　令和６年４月１日

道
徳
科
の
内
容
は
、
生
徒
と
教
師
が
共

に
考
え
、
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努

め
る
た
め
の
共
通
の
課
題
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
で
あ
っ
て
も
答
え
が
明

確
に
１
つ
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
常
に
問
い
続
け
て
考
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
徳
科
で
は
、

他
教
科
と
違
い
、
共
に
考
え
続
け
る
こ

と
が
よ
り
大
事
な
教
科
と
言
え
ま
す
。

思
春
期
に
さ
し
か
か
る
中
学
生
と
い
う

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
中
学
生
が
深
く

考
え
、
楽
し
い
と
思
え
る
、
そ
の
よ
う

な
授
業
を
、
先
生
方
も
楽
し
ん
で
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
生
徒
と
共
に

考
え
、
共
に
授
業
を
創
っ
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
分
な
話
合
い
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
課
題
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

の
教
科
化
に
よ
り
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
、
読
み
物
教
材
の
登
場
人
物
へ
の

自
我
関
与
が
中
心
の
学
習
、
問
題
解
決

的
な
学
習
、
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
な
ど
が
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
指
導
方
法
と
し
て
例
示
さ
れ
ま
し

た
。
様
々
な
体
験
や
教
材
と
の
出
会
い
、

他
者
と
の
対
話
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し

て
自
己
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
理
解
が
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
と
し
て
は
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
導
入
で
全
体
共
有
す
る

実
践
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
と
は

異
な
る
意
見
を
持
つ
他
者
と
議
論
す
る

時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
瞬

時
に
多
様
な
意
見
を
共
有
で
き
、
よ
り

対
話
を
深
め
る
時
間
を
十
分
に
取
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
授
業
で
フ
ロ
ア
の
生
徒
た
ち

の
考
え
を
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有
し
、
代
表

の
生
徒
た
ち
が
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
な
授
業
に

よ
っ
て
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
り
、

生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的

に
認
め
励
ま
す
個
人
内
評
価
を
行
う
道

徳
科
で
は
、
例
え
ば
毎
時
間
の
授
業
記

録
を
端
末
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
成
長

の
様
子
を
実
感
し
た
り
、
教
師
が
生
徒

の
学
び
を
見
取
り
、
評
価
に
生
か
し
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に
つ
い

て
、
大
谷
　
秋
音
　
教
諭
（
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　（
三
）
講
演

　
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

部
　
授
業
力
向
上
課
　
教
授
　
森
岡
　

耕
平
先
生
に
指
導
・
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
会
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）
に
杉
並

区
立
向
陽
中
学
校
を
会
場
と
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
研
究
発
表
会
、
指
導
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
公
開
授
業

東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究

部
員
と
、
東
京
都
教
師
道
場
道
徳
科
の

部
員
に
よ
る
公
開
授
業
を
、
二
学
年
三

学
級
、
で
実
施
し
ま
し
た
。

　（
二
）
研
究
発
表

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
か
ら
、
大
会

主
題
の
「
教
科
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　（
三
）
指
導
・
講
話

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査

官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
　
よ
り
、　

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」
指
導
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

　
こ
れ
ま
で
の
道
徳
の
時
間
の
授
業
に

は
、
読
み
物
の
登
場
人
物
の
心
情
理
解

に
終
始
し
た
り
、
ね
ら
い
の
設
定
が
不



　
日
頃
よ
り
、
都
中
道
研
の
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
広
報
第
一
三
〇
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

部
長
　
佐
藤
　
正
敏

（
足
立
区
立
第
十
四
中
学
校
副
校
長
）

副
部
長
　
高
橋
　
優
子

（
国
分
寺
市
立
第
四
中
学
校
副
校
長
）

都
中
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
3.schoolw

e
b.ne.jp/sw

as/index.php
?id=1350004

編
集
後
記

工
夫
」
に
迫
る
た
め
、
三
名
の
部
員
が

同
じ
教
材
「
闇
の
中
の
炎
」
を
そ
れ
ぞ

れ
違
う
内
容
項
目
で
進
め
ま
し
た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
意
識
し

た
授
業
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
発
問
の
工
夫
、
話
し
合

い
の
工
夫
に
力
を
入
れ
る
先
生
が
増
え

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
生
活
の
様
々
な

場
面
で
誰
で
も
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
の

話
し
合
い
が
活
発
に
な
っ
た
学
校
が
増

え
て
い
ま
す
。「
質
の
高
い
多
様
な
指

導
方
法
」
や
「
評
価
」
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
道
徳
科
指
導
へ
の
教
員
の
意

識
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
に
期
待
を
も
て
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領｢

第
３
章
第
２
内
容｣

の
課
題
で
あ
る
、
教
師
と
生
徒
が
共
に

考
え
、
共
に
語
り
合
う
道
徳
授
業
を
実

践
し
、
生
徒
が
道
徳
性
を
養
え
る
よ
う

に
、
よ
り
適
切
な
指
導
方
法
の
研
究
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
本
研
究
会
で
は
、

多
く
の
先
生
方
と
共
に
研
究
を
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
活
動
予
定
　

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
令
和
六
年
度
活
動
予
定

主
な
日
程
は
、
次
の
通
り
で
す
。
会
場

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
に
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
一
）
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
六
月

（
二
）
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
八
月

（
三
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
七
年
一
月

（
四
）
第
五
十
四
回
研
究
発
表
大
会

令
和
七
年
二
月
中
旬
　

二
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　
第
五
十
八
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信

越
中
学
道
徳
教
育
研
究
大
会
は
神
奈
川

大
会
と
し
て
、
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
日
程
等
は
、
次
の
通
り
で
す
。
変
更

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

神
奈
川
大
会

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
日
（
金
）

一
日
目
　
公
開
授
業
・
研
究
協
議
・
指

導
助
言
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
日
目
　
閉
会
行
事
・
課
題
別
分
科
会

指
導
講
話
・
記
念
公
園
・
閉
会
行
事

【
メ
イ
ン
会
場
】

カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
（
川
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
）

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見

一‐

一‐

四

【
学
校
会
場
】

川
崎
市
立
渡
田
中
学
校
　

住
所
　
川
崎
市
川
崎
区
渡
田
向
町

十
一‐

一

　
大
会
主
題
は
、「
自
他
を
大
切
に
す

る
心
を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実 

〜
学

び
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自
己
の
考
え

を
深
め
ら
れ
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

〜
」
で
す
。
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
で
は
、
第
３
分
科
会
「
道
徳
の

指
導
と
評
価
」
に
つ
い
て
、
研
究
発
表

を
行
う
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は
様
々
な

こ
と
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
そ
う
と
し
た
令

和
五
年
度
で
す
。

　
本
会
に
お
き
ま
し
て
、
今
年
度
も
年

間
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
六
月
の
総
会
・
研
修
会
、
八
月

の
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会
、
一
月

の
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会
は
今
年

度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
参
集
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
二

月
二
日
の
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
に
お

け
る
研
究
発
表
大
会
で
は
、
四
年
ぶ
り

に
研
究
授
業
で
教
室
に
大
勢
の
人
が
入

り
、
部
員
の
授
業
展
開
と
生
徒
の
反
応

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
「
教

科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の

機
器
の
長
所
を
生
か
し
た
取
組
で
、
多

く
の
先
生
が
学
校
に
持
ち
帰
っ
て
実
践

し
や
す
い
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。

（
２
）
研
究
発
表
大
会
に
向
け
て

　
十
一
月
か
ら
二
月
の
研
究
発
表
大
会

に
向
け
て
、「
個
別
・
最
適
な
学
習
」、

「
協
働
的
な
学
習
」
と
い
う
２
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
指

導
を
工
夫
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

視
点
で
指
導
案
の
検
討
を
行
っ
た
。
授

業
者
３
人
を
中
心
に
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
指
導
案
検
討
を
重
ね
た
。
教
科
化

と
な
り
、
各
地
区
で
採
択
し
て
い
る
教

科
書
が
異
な
る
た
め
、
研
究
授
業
で
取

り
上
げ
た
教
材
が
参
加
者
が
学
校
に

戻
っ
て
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
部

科
学
省
の
中
学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
闇
の
中
の
炎
」

を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
指
導
案
検
討
に
あ
た
り
、

授
業
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
集

ま
っ
た
先
生
方
が
、
生
徒
に
考
え
さ
せ

た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
あ
え

て
主
題
を
定
め
ず
、
グ
ル
ー
プ
の
先
生

方
で
主
題
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、

秋
音
先
生
が
「
学
習
評
価
を
活
用
し
た

道
徳
科
の
指
導
の
工
夫―

自
ら
の
考
え

を
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
ー
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

　
全
国
大
会
の
発
表
に
お
い
て
は
、
運

動
会
と
い
う
行
事
を
通
し
て
道
徳
教
育

と
の
関
連
付
け
を
行
っ
た
上
で
、
道
徳

教
育
の
要
と
し
て
の
道
徳
科
の
指
導
を

行
い
、
生
徒
の
道
徳
性
の
育
成
を
目
指

し
た
発
表
と
な
っ
た
。
道
徳
科
の
特
質

を
生
か
し
、
様
々
な
教
育
活
動
と
ど
う

の
よ
う
に
関
連
付
け
を
行
う
こ
と
が
生

徒
の
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
効
果
的

な
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
参
加
者
か

ら
学
校
行
事
と
道
徳
教
育
の
関
連
を
高

め
る
工
夫
と
し
て
参
考
に
な
る
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
発
表
で
は
、

生
徒
の
振
り
返
り
の
場
面
を
中
心
に
、

学
習
評
価
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、

自
ら
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
生
徒
が
よ
り
考
え
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
発
表
で
あ
っ
た
。
会

場
で
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ト
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人

の
学
び
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
び
」
の
視
点
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か
し
、
学
級

の
生
徒
の
意
見
を
網
羅
的
に
確
認
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
考
え
に
触
れ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。

　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
発
表
大
会
（
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
併
用
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

（
会
場
）
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

【
公
開
授
業
】

　
教
材
　「
闇
の
中
の
炎
」
出
典
　
中

学
校
道
徳
読
み
物
資
料
集
　
文
部
科
学

省
刊

　
向
陽
中
学
校
二
学
年
に
研
究
部
員
が

授
業
を
行
っ
た
。

２
年
Ａ
組

（
授
業
者
）
世
田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校

大
谷
　
秋
音
　
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
公
正
，
公
平
，
社
会

正
義

２
年
Ｂ
組

（
授
業
者
）
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
　

鈴
木
　
美
帆
　
主
任
教
諭

（
内
容
項
目
）Ｃ
遵
法
精
神
，
公
徳
心

２
年
Ｃ
組

（
授
業
者
）
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校

海
老
澤
　
宏
　
主
幹
教
諭

（
内
容
項
目
）
自
主
，
自
律
，
自
由
と

責
任

【
研
究
発
表
】

①
　
会
長
挨
拶

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
　

麻
生
　
隆
久
　
校
長

②
　
研
究
部
長
よ
り

　
研
究
主
題
、
活
動
の
概
要
、
本
日
の

授
業
に
つ
い
て

杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

　
　
　
　
　
　
池
田
　
和
幸
　
副
校
長

③
道
徳
推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告

昭
島
市
立
昭
和
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
長
野
　
基
　
校
長

④
指
導
講
評
・
講
話

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」

講
師
　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課

程
調
査
官

　
　
　
　
　
　
井
上
　
結
香
子
先
生

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

例
年
校
長
会
を
通
し
て
依
頼
し
て
実
施

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
部
員
総
会
・
研
究
発
表
大
会
で

報
告
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
容

と
考
察
は
研
究
紀
要
に
載
せ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

　
今
年
度
の
成
果
を
も
と
に
次
年
度
更

な
る
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

詳
し
い
研
究
の
ま
と
め
は
、
年
度
末
に

発
行
す
る
研
究
紀
要
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
一
年
間
様
々
な
皆
様
の
お
力

を
借
り
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
関
係
し
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
著
作
権
に
つ
い

て
理
解
さ
せ
、
法
律
や
き
ま
り
の
意
義

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
な
が
ら
規
範
意

識
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、「
遵
法
精
神
」
を
主
題
と
し

た
。「
個
別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点

と
し
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
か
紙
で

書
く
か
な
ど
を
選
択
し
、
提
出
さ
れ
た

内
容
か
ら
誰
と
意
見
交
換
す
る
か
を
選

べ
る
と
い
う
よ
う
に
学
習
方
法
、
学
習

相
手
を
生
徒
が
選
べ
る
よ
う
に
工
夫
し

た
。「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視

点
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
点
を
生
か

し
、
多
く
の
意
見
に
、
考
え
に
触
れ
さ

せ
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
考
え
を
広
げ

さ
せ
て
い
く
よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
世
田
谷
市
立
桜
丘
中
学
校
大
谷
秋
音

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
話
の
始
ま
り
に
着
目
し
、

公
平
性
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
最
も

大
切
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

「
公
正
・
公
平
」
を
主
題
と
し
た
。「
個

別
・
最
適
な
学
習
」
の
視
点
で
は
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
振
り
返
り
の
内

容
、
視
点
を
明
確
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
主
題
と
し
て
研
究
授
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校
海
老
澤
宏

先
生
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
人
公
が
自

分
自
身
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
部
分

に
着
目
さ
せ
、
自
律
的
に
考
え
、
自
分

を
見
つ
め
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
深

め
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、「
自
律
」

を
主
題
と
し
た
。「
個
別
・
最
適
な
学

習
」
に
関
す
る
視
点
と
し
て
、
発
問
、

特
に
問
い
返
し
の
発
問
に
つ
い
て
、
多

様
な
発
言
に
対
し
て
準
備
を
し
て
お
き
、

全
体
に
投
げ
か
け
る
問
い
返
し
と
個
別

の
発
言
に
対
し
て
応
じ
る
問
い
返
し
と

区
別
し
て
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
個
別
的
な
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
協
働
的
な
学
習
」
に
関
す
る
視
点
と

し
て
は
、
座
席
を
コ
の
字
型
配
置
に
動

か
し
、
グ
ル
ー
プ
を
ご
と
に
話
し
合
い

や
答
え
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、

授
業
で
の
協
働
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

　
多
摩
市
立
鶴
牧
中
学
校
鈴
木
美
帆
先
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道
徳
科
の
内
容
は
、
生
徒
と
教
師
が
共

に
考
え
、
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努

め
る
た
め
の
共
通
の
課
題
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
で
あ
っ
て
も
答
え
が
明

確
に
１
つ
に
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
常
に
問
い
続
け
て
考
え
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
く

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
徳
科
で
は
、

他
教
科
と
違
い
、
共
に
考
え
続
け
る
こ

と
が
よ
り
大
事
な
教
科
と
言
え
ま
す
。

思
春
期
に
さ
し
か
か
る
中
学
生
と
い
う

発
達
段
階
を
踏
ま
え
、
中
学
生
が
深
く

考
え
、
楽
し
い
と
思
え
る
、
そ
の
よ
う

な
授
業
を
、
先
生
方
も
楽
し
ん
で
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
生
徒
と
共
に

考
え
、
共
に
授
業
を
創
っ
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
分
な
話
合
い
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

の
課
題
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

の
教
科
化
に
よ
り
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
、
読
み
物
教
材
の
登
場
人
物
へ
の

自
我
関
与
が
中
心
の
学
習
、
問
題
解
決

的
な
学
習
、
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
な
ど
が
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
指
導
方
法
と
し
て
例
示
さ
れ
ま
し

た
。
様
々
な
体
験
や
教
材
と
の
出
会
い
、

他
者
と
の
対
話
な
ど
を
手
掛
か
り
と
し

て
自
己
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
理
解
が
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
例
と
し
て
は
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
導
入
で
全
体
共
有
す
る

実
践
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
と
は

異
な
る
意
見
を
持
つ
他
者
と
議
論
す
る

時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
瞬

時
に
多
様
な
意
見
を
共
有
で
き
、
よ
り

対
話
を
深
め
る
時
間
を
十
分
に
取
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
授
業
で
フ
ロ
ア
の
生
徒
た
ち

の
考
え
を
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有
し
、
代
表

の
生
徒
た
ち
が
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
さ

ら
に
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的
な
授
業
に

よ
っ
て
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
取
り
、

生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的

に
認
め
励
ま
す
個
人
内
評
価
を
行
う
道

徳
科
で
は
、
例
え
ば
毎
時
間
の
授
業
記

録
を
端
末
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
が
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
成
長

の
様
子
を
実
感
し
た
り
、
教
師
が
生
徒

の
学
び
を
見
取
り
、
評
価
に
生
か
し
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

令
和
五
年
度
の
後
期
活
動
報
告

　
事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
校
長
）

一
　
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会

　（
一
）
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中

学
校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に

お
い
て
、
大
会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓

き
、
豊
か
な
心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語

り
合
い
、
高
め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方

を
追
究
す
る
生
徒
の
育
成
〜
」
受
け
、

「
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に

つ
い
て
、
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
が
研
究
報
告

を
し
ま
し
た
。

　（
二
）
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
に

お
い
て
、
大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び

合
う
児
童
・
生
徒
の
育
成
〜w

ell 
being 

の
実
現
を
目
指
し
た
道
徳
教
育

の
実
践
〜
」
受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教

育
活
動
と
の
関
連
」
に
つ
い
て
三
瓶
　

真
悟
　
研
究
部
員
（
大
田
区
立
南
六
郷

中
学
校
）
が
研
究
発
表
を
し
た
。

二
　
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
）
に
、
高

円
寺
学
園
（
杉
並
区
立
高
円
寺
中
学

校
）
に
て
、
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
部
員
総
会

　
各
部
よ
り
、
進
捗
状
況
と
、
部
員
へ

の
周
知
事
項
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　（
二
）
研
修
会

　
第
五
十
七
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
に
つ
い
て
、

三
瓶
　
真
悟
　
主
任
教
諭
（
大
田
区
立

南
六
郷
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学

校
道
徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
に
つ
い

て
、
大
谷
　
秋
音
　
教
諭
（
世
田
谷
区
立

桜
丘
中
学
校
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　（
三
）
講
演

　
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修

部
　
授
業
力
向
上
課
　
教
授
　
森
岡
　

耕
平
先
生
に
指
導
・
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
　
第
五
十
三
回
東
京
都
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
会
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）
に
杉
並

区
立
向
陽
中
学
校
を
会
場
と
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
研
究
発
表
会
、
指
導
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　（
一
）
公
開
授
業

東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究

部
員
と
、
東
京
都
教
師
道
場
道
徳
科
の

部
員
に
よ
る
公
開
授
業
を
、
二
学
年
三

学
級
、
で
実
施
し
ま
し
た
。

　（
二
）
研
究
発
表

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
か
ら
、
大
会

主
題
の
「
教
科
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　（
三
）
指
導
・
講
話

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査

官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
　
よ
り
、　

「
道
徳
科
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
に
つ

い
て
」
指
導
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

　
こ
れ
ま
で
の
道
徳
の
時
間
の
授
業
に

は
、
読
み
物
の
登
場
人
物
の
心
情
理
解

に
終
始
し
た
り
、
ね
ら
い
の
設
定
が
不

第
一
三
〇
号

副
会
長

　長
野

　基
（
昭
島
市
立
昭
和
中
学
校
長
）


